
第 ４ 編

鹿 児 島 県 知 事 選 挙 及 び

鹿児島県議会議員補欠選挙

（ 摩川内市区）の臨時啓発



 

１ 啓発事業概要 

  ア 啓発方針 

    低投票率の傾向にある若年層の関心を高めたいことや，コロナ禍の影響により，街

頭での啓発活動を縮小せざるを得ないことなどから，ＳＮＳ等の活用を充実させるな

ど，現下の状況を踏まえた効果的な啓発を行い，広く県民に対し，投票日の周知や棄

権防止等を呼びかける。 

 

イ 著名人を起用した啓発事業について 

  （ア）企画の趣旨 

  啓発ＣＭ及びポスターには，元バレーボール日本代表の迫田さおりさん（鹿児島県

出身）を起用した。 

2020 年３月，東京オリンピック・パラリンピックの延期が決定した。元オリンピッ

ク選手の迫田さんは，このことを技を磨く時間が増えたとプラスに捉えようと，現役

時代に所属していたチームや日本代表の後輩へエールを送った。 

     鹿児島でも様々な行事やイベント等が延期または中止となった。 

     「こんな時だからこそ前を向いて行こう！一票集中！」と，迫田さおりさんから，

これからの鹿児島の未来をつくる県民の皆様へエールを送ってもらうとともに，「あ

なたの行動が鹿児島の未来をつくる」と投票を前向きにメッセージしてもらい，選

挙啓発を行った。 

  （イ）啓発ＣＭ放送回数 

     ・テレビ ５秒ＣＭ：120 本 15 秒ＣＭ：144 本 

     ・ラジオ 94 本 

     ・屋外ビジョン 2,385 本（鹿児島中央駅アミュビジョン，天文館ビジョン） 

  （ウ）啓発ポスター発行部数 

     6,700 枚（Ｂ２：2,415 枚，Ｂ３：4,285 枚） 

     配布先：県内の国・県関係機関，市町村，初中高等教育機関，企業，ＪＲの駅， 

空港，スーパー，コンビニ  等 

 

  ウ キャラクターを活用した啓発事業について 

  （ア）企画の趣旨 

     啓発動画や漫画，パブリシティには，鹿児島県のご当地ヒーローである薩摩剣士

隼人等のキャラクターを起用した。 

     キャラクター等を活用した選挙啓発を実施することにより，選挙権を持たない 18

歳未満を含めた幅広い県民に対して，身近で親しみやすいイメージの選挙啓発を行

う。 
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（イ）啓発動画 

    ａ タイトル：わかりやすい県知事選挙＆県議会議員補欠選挙 

      内  容：薩摩剣士隼人とヤッセンボーが視聴者へ向けて選挙とは何なのか，

その大切さなどを解説する 

      出 演 者：薩摩剣士隼人，ヤッセンボー 

      掲載場所：YouTube 

    ｂ タイトル：つんつんがゆく～初めての投票～ 

      内  容：投票の手順や投票所入場券を忘れた場合などについて，つんつんが

実際に体験しながら分かりやすく解説 

      出 演 者：つんつん 

      掲載場所：YouTube 

  （ウ）啓発漫画 

     啓発動画「つんつんがゆく～初めての投票～」の漫画バージョンを作成。 

掲載場所：鹿児島県選挙管理委員会ホームページ，特設ＷＥＢページ。 

  （エ）テレビ，ラジオでのパブリシティ 

     ・出演テレビ 鹿児島放送（番組名：ですです。） 

            ※鹿児島テレビ，鹿児島読売テレビ，南日本放送については，県

内での新型コロナウイルス感染症の状況により出演を中止し，各

局スタッフが告知する形式に変更。 

     ・出演ラジオ 南日本放送（番組名：てげてげハイスクール→ハウス） 

            エフエム鹿児島（番組名：あさ café，アンテナ＠beat!～ピピピ♪

～，エアーズロック） 

 

  エ 他の啓発事業 

  （ア）インターネット広告（総表示回数：4,376,588 回） 

     ・YouTube インストリーム広告（表示回数：81,736 回） 

           バンパー広告（表示回数：292,656 回） 

     ・Google  レスポンシブ広告（表示回数：918,878 回） 

     ・Yahoo!  レスポンシブ広告（表示回数：980,698 回） 

     ・SNS 広告（LINE，Facebook，Instagram，Twitter）バナー広告(表示回数：2,102,334 回) 

  （イ）スマホＬＰ施策 

期日前投票の案内や投票所における感染対策等を記載した特設WEBページを開設 
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（ウ）啓発新聞広告 

     ・南日本新聞 ５段 1/4 モノクロ ４回掲載（7/6，7/9，7/11，7/12） 

     ・南海日日新聞 全５段モノクロ １回掲載（7/11） 

     ・奄美新聞 全５段モノクロ １回掲載（7/12） 

  （エ）ウエットティッシュの設置 

     鹿児島県知事選挙啓発推進事業委託要綱で委託先として定める３市（鹿児島市，

鹿屋市，霧島市）と鹿児島県議会議員補欠選挙の対象区である 摩川内市にウエッ

トティッシュを配布し市役所窓口や市民の来訪が多い施設等への設置を依頼した。 

     ※街頭啓発にて配布予定であったが，新型コロナウイルスの県内の感染状況を踏

まえ，街頭啓発を中止としたことによる対応。 

  （オ）スーパー等での館内放送 

     放送場所：マックスバリュー，イオン，山形屋 

  （カ）懸垂幕の掲出（127 本） 

     掲出場所：県出先機関，各市町村，山形屋，アイムビル，公社ビル 

  （キ）県出先機関・各市町村による巡回広報の実施 
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３　テレビスポットによる啓発（15秒ＣＭ絵コンテ）
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４　啓発ポスター
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５　キャラクターを活用した啓発漫画



６ テレビ・ラジオでのパブリシティの様子 
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７ 委員長談話

令和２年７月12日執行鹿児島県知事選挙及び鹿児島県議会議員補欠

選挙（ 摩川内市区）に係る県選挙管理委員会委員長談話

７月12日は鹿児島県知事選挙及び鹿児島県議会議員補欠選挙（ 摩川内市区）

の投票日です。

申すまでもなく，選挙は民主主義の根幹をなすものであり，私たちが主権者と

して自ら政治に参加し，その意思を反映させることのできる大切な機会です。

しかしながら，昨年７月に行われた第25回参議院議員通常選挙は，戦後最低の

投票率となるなど，近年の選挙における投票率の低下傾向は，憂慮すべきものと

なっています。

有権者の皆様におかれましては，県政における県知事や県議会議員の果たす役

割についてより認識を深めていただき，主権者としての良識の下に，候補者の主

義・主張を十分に見極め，棄権することなく，我々の代表者を選んでいただくよ

うお願いします。

特に，投票率が低い傾向にある若い世代の皆様におかれましては，自分たちの

世代の将来を託す代表者を選ぶ主役は自分たち自身であるという認識の下，棄権

することなく投票されることを強く期待しております。

また，コロナ禍にある現状を踏まえ，今回の選挙では，市町村選挙管理委員会

の協力を得ながら，投票所における手指用消毒液の設置，定期的な換気，投票用

紙記載台の間隔の確保，選挙人が使用する鉛筆の持込みの容認のほか，事務従事

者のマスク着用を含む咳エチケットの徹底など，有権者の皆様の安心・安全の確

保に努めております。

有権者の皆様におかれましては，御自身の予防対策もしていただいた上で，積

極的な投票参加をお願いいたします。

令和２年７月10日

鹿児島県選挙管理委員会

委員長 松下 良成
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令和２年７月12日執行鹿児島県知事選挙及び鹿児島県議会議員補欠

選挙（ 摩川内市区）に係る県選挙管理委員会委員長談話

今回の選挙の投票率は，県知事選挙が49.84％，県議会議員補欠選挙（ 摩川

内市区）が53.14％でありました。

これは，県知事選挙は，参議院議員通常選挙と同日選挙であった平成28年７月

10日執行時の56.77％と比較すると6.93ポイントの減，県議会議員補欠選挙（ 

摩川内市区）は，平成31年４月７日執行時の同選挙区の投票率49.45％と比較す

ると3.69ポイントの増となっております。

今回の選挙は，コロナ禍で行われたことから，当委員会といたしましても，有

権者の皆様に安心して投票に御参加いただけるよう，市町村選挙管理委員会の協

力を得ながら，投票所における新型コロナウイルス感染症対策に取り組み，その

周知に努めて参りましたが，県知事選挙において，前回より低い投票率となった

ことは誠に残念に思います。

今回の投票率は，新型コロナウイルス感染症の感染拡大や令和２年７月豪雨が

影響したものではないかとも考えられますが，選挙は，私たちが政治に参加し，

私たちの意見を政治に反映させることのできる大切な機会ですので，一人でも多

くの有権者に投票していただけるよう，今後も根気強く，選挙啓発に取り組むと

ともに，皆様が安心して投票できる環境づくりに努めて参ります。

令和２年７月12日

鹿児島県選挙管理委員会

委員長 松下 良成
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